
製造装置を進化させるサーボモーター（安川電機）

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
省
エ
ネ
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
半
導
体
関
連
で
は
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

、
太
陽
電
池
が
そ

の
代
表
的
製
品
と
な
る
。
こ
う
し
た
半
導
体
製
品
を
製
造
す
る
装
置
の
性
能

向
上
は
生
産
性
の
み
な
ら
ず
省
エ
ネ
性
能
も
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
は
半
導
体
製
品
の
製
造
工
程
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上
と
省
エ
ネ
化

を
実
現
す
る
た
め
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー
技
術
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

安
川
電
機

デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
や
ダ
イ
ボ
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ド
軽
量
化
が
カ
ギ

ワ
イ
ヤ
ー
ソ
ー
高
速
・
大
ト
ル
ク
で

半導体製造装置の省エネ化サーボモーターが貢献する
　
一
方
、
太
陽
電
池
や
Ｌ

Ｅ
Ｄ
の
製
造
に
は
イ
ン
ゴ

ッ
ト
を
切
断
し
て
シ
リ
コ

ン
ウ
エ
ハ
ー
に
加
工
す
る

工
程
が
あ
る
。
そ
の
切
断

工
程
に
は
ワ
イ
ヤ
ー
ソ
ー

が
使
用
さ
れ
る
が
、
生
産

性
を
高
め
る
た
め
に
は
同

時
に
大
量
に
切
断
す
る
こ

と
が
重
要
だ
。
サ
ー
ボ
モ

ー
タ
ー
に
関
し
て
い
え

ば
、
高
速
・
大
ト
ル
ク
と

い
っ
た
性
能
が
必
要
だ
と

考
え
る
。

　
そ
こ
で
当
社
で
は
「
Σ

―
Ｖ
」
に
高
速
・
大
ト
ル

ク
化
を
実
現
し
た
「
大
容

量
Σ
―

」
を
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
し
て
い
る
。
こ
の
シ

リ
ー
ズ
で
は
定
格
回
転
数

が
毎
分
１
５
０
０
回
転

と
、
毎
分
８
０
０
回
転

で
、
容
量
は

―

電
源
電
圧
Ａ
Ｃ
２
０

０

、

―

電
源
電
圧
Ａ
Ｃ
４
０
０

を
実
現
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
大
容
量
Σ

―

で
は
小
型
・
軽
量
化

の
た
め
に
サ
ー
ボ
パ
ッ
ク

の
構
造
は
コ
ン
バ
ー
タ
ー

分
離
型
を
採
用
し
て
い

る
。
回
生
時
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
電
源
に
戻
す
電
源
回

生
コ
ン
バ
ー
タ
ー
と
組
み

合
わ
せ
れ
ば
、
高
効
率
化

だ
け
で
な
く
、
装
置
を
省

エ
ネ
化
す
る
こ
と
も
可
能

に
な
る
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
製
造
装
置
に
は

Ｌ
Ｅ
Ｄ
チ
ッ
プ
に
接
着
剤

を
塗
布
す
る
デ
ィ
ス
ペ
ン

サ
ー
と
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
チ
ッ
プ

を
基
板
に
実
装
す
る
ダ
イ

ボ
ン
ダ
ー
が
あ
る
。
デ
ィ

ス
ペ
ン
サ
ー
の
接
着
剤
塗

布
ヘ
ッ
ド
、
ダ
イ
ボ
ン
ダ

ー
の
吸
着
ヘ
ッ
ド
に
は
上

下
位
置
決
め
や
回
転
方
向

の
位
置
決
め
を
行
う
サ
ー

ボ
モ
ー
タ
ー
が
搭
載
さ
れ

て
い
る
。
半
導
体
製
造
に

お
け
る
生
産
性
向
上
、
省

エ
ネ
化
で
は
こ
の
サ
ー
ボ

モ
ー
タ
ー
技
術
の
進
化
が

カ
ギ
に
な
る
と
考
え
る
。

　
生
産
性
を
高
め
る
た
め

に
は
装
置
の
ヘ
ッ
ド
を
軽

量
化
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

だ
ろ
う
。
そ
の
手
段
の
一

つ
が
ヘ
ッ
ド
に
搭
載
す
る

サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー
の
小
型

化
だ
。
そ
こ
で
当
社
は
交

流

Ａ
Ｃ

サ
ー
ボ
ド
ラ

イ
ブ
「
Σ
―
Ｖ

シ
グ
マ

・
フ
ァ
イ
ブ

」
シ
リ
ー

ズ
と
し
て
小
容
量
Ａ
Ｃ
サ

ー
ボ
ド
ラ
イ
ブ
「
Σ
―
Ｖ

ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
」
を
開
発
し

た
。
こ
の
製
品
の
容
量
は

フ
ラ
ン
ジ
角

×

タ
イ
プ
で
３
・
３

、
５
・
５

、

、

フ
ラ
ン
ジ
角

×

タ
イ
プ
で
は

、

、

を
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
し
て
い
る
。
重
量
は

タ
イ
プ
で
従
来
製
品

よ
り

％
の
軽
量
化
を
実

現
し
て
い
る
。

　
生
産
効
率
を
高
め
る
に

は
装
置
の
位
置
決
め
ス
ピ

ー
ド
の
高
速
化
や
、
各
種

制
御
・
調
整
の
高
速
化
な

ど
も
重
要
だ
ろ
う
。
軽
量

化
を
し
て
も
性
能
面
が
落

ち
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
従
来
機
種
と
同

様
の
性
能
を
引
き
出
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Σ
―

Ｖ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
の
場
合
、
Σ

―
Ｖ
と
同
様
に
最
高
回
転

数
が
毎
分
６
０
０
０
回

転
、
速
度
周
波
数
応
答
１

・
６

と
高
速
・
高
性

能
を
達
成
さ
せ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ベ
テ
ラ
ン
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
同
等
の
調
整
を

自
動
で
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
調
整
時
間
の
短
縮
化

も
図
る
こ
と
が
で
き
る
新

ア
ド
バ
ン
ス
ト
オ
ー
ト
チ

ュ
ー
ニ
ン
グ
や
、
モ
デ
ル

追
従
制
御
、
振
動
抑
制
制

御
、
摩
擦
補
償
機
能
な
ど

を
Σ
―
Ｖ
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
に
搭

載
し
、
高
度
で
高
速
な
チ

ュ
ー
ニ
ン
グ
を
可
能
に
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
機
能

で
位
置
決
め
整
定
時
間
０

・
４

秒
を
実
現
し
た
。

な
お
電
源
電
圧
は
直
流

Ｄ
Ｃ

／

に

対
応
し
て
い
る
。

　
１
９
８
０
年
代
か
ら

年
代
に
か
け
て
の
日
米
半
導
体
摩
擦
、

年
代
末
期
か
ら
２
０
０
０
年
代
に
入
っ

て
の
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
、

年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
世
界
景
気
の
大
幅
後
退
な
ど
が
あ
っ
た
も

の
の
、
日
本
の
半
導
体
産
業
界
は
そ
う
し
た
危
機
を
乗
り
越
え
て
き
た
。
い
ま
、
再
び
日
系
半
導
体
産
業
界

は
厳
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
苦
難
に
対
し
て
デ
バ
イ
ス

メ
ー
カ
ー
各
社
は
製
造
装
置
・
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
、
施
設
・
設
備
メ
ー
カ
ー
、
そ
し
て
ユ
ー
ザ
ー

と
と
も
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
。

半導体産業２０１３ 転
換
期
迎
え
る
デ
バ
イ
ス
製
造

い
よ
い
よ
４
５
０
�
ウ
エ
ハ
ー
へ

省エネ化実現のカギクリーンルームの空調制御
　
半
導
体
デ
バ
イ
ス
は
環
境
負
荷
を

低
減
す
る
た
め
の
グ
リ
ー
ン
デ
バ
イ

ス
で
あ
る
。
デ
バ
イ
ス
メ
ー
カ
ー
は

製
品
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
生
産
工
程

も
よ
り
一
層
の
グ
リ
ー
ン
を
目
指
し

て
い
る
。
生
産
時
の
消
費
電
力
量
削

減
の
た
め
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
空

調
の
条
件
の
変
更
や
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
電
池

に
よ
る
昼
間
電
力
の
ピ
ー
ク
シ
フ

ト
、
吸
収
式
冷
凍
機
や
蓄
熱
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
な
ど
は
そ

う
し
た
施
策
の
一
環
だ
。

　
省
エ
ネ
対
策
と
し
て
必
ず
挙
げ
ら

れ
る
の
が
製
造
現
場
で
の
空
調
制

御
。
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
内
の
湿
度
が

高
す
ぎ
れ
ば
デ
バ
イ
ス
の
配
線
は
腐

食
し
て
し
ま
い
、
低
す
ぎ
て
も
静
電

気
が
発
生
し
て
し
ま
う
。
そ
の
た

め
、
温
湿
度
制
御
で
は
多
く
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
消
費
さ
れ
る
。
空
調
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
削
減
は
半
導
体
デ
バ
イ
ス

メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
最
大
の
課
題

だ
。

　
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｓ
Ｉ
や
マ
イ
コ
ン
と

い
っ
た
ロ
ジ
ッ
ク
デ
バ
イ
ス
、
フ
ラ

ッ
シ
ュ
を
は
じ
め
と
す
る
メ
モ
リ
ー

デ
バ
イ
ス
、
ま
た
、
絶
縁
ゲ
ー
ト
型

バ
イ
ポ
ー
ラ
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

Ｉ
Ｇ

Ｂ
Ｔ

や
金
属
酸
化
膜
半
導
体
電
界

効
果
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｆ
Ｅ

Ｔ

と
い
っ
た
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
に

関
す
る
技
術
開
発
は
い
ま
、
大
転
換

期
を
迎
え
て
い
る
。

　
ロ
ジ
ッ
ク
や
メ
モ
リ
ー
デ
バ
イ
ス

の
生
産
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
生
産
性

効
率
ア
ッ
プ
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
さ

ら
に
は
環
境
負
荷
の
低
減
を
実
現
す

る
た
め
の
回
路
線
幅
微
細
化
は

台
か
ら

台
へ
進
む
。
そ
こ

で
露
光
装
置
は
フ
ッ
化
ア
ル
ゴ
ン

Ａ
ｒ
Ｆ

液
浸
か
ら
、
極
紫
外
線

Ｅ
Ｕ
Ｖ

を
光
源
と
す
る
露
光
装

置
に
よ
る
リ
ソ
グ
ラ
フ
ィ
ー
へ
と
移

行
す
る
べ
く
、
研
究
開
発
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　
一
方
、
１
枚
の
ウ
エ
ハ
ー
か
ら
取

れ
る
ダ
イ
の
数
を
増
や
す
た
め
の
ウ

エ
ハ
ー
サ
イ
ズ
大
口
径
化
は

年
に

２
０
０

、

年
に
３
０
０

へ
と
拡
大
さ
れ
て
き
た
。
約

年
ご

と
の
サ
イ
ズ
ア
ッ
プ
に
向
け
た
動
き

が
い
よ
い
よ
本
格
化
す
る
よ
う
だ
。

　
昨
年

月
、
半
導
体
製
造
装
置
の

世
界
団
体
で
あ
る
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
が
主
催

し
た
セ
ミ
コ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の
４
５

０

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
国
内
メ
ー

カ
ー
が

年
を
め
ど
に
試
作
機
を
投

入
し
、

年
に
チ
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と

の
共
同
開
発
に
よ
る
量
産
露
光
装
置

の
出
荷
と
い
う
計
画
を
公
表
し
た
。

　
４
５
０

ウ
エ
ハ
ー
で
課
題
に

な
る
の
は
ス
ル
ー
プ
ッ
ト

処
理
能

力

。
進
化
し
続
け
て
い
る
回
路
線

幅
の
微
細
化
に
も
対
応
さ
せ
る
た

め
、
Ａ
ｒ
Ｆ
を
光
源
と
し
た
液
浸
に

よ
る
露
光
の
効
率
を
引
き
上
げ
、
３

０
０

ウ
エ
ハ
ー
と
同
等
の
実
現

を
目
指
す
と
い
う
。
ウ
エ
ハ
ー
直
径

を
現
行
の
３
０
０

か
ら
４
５
０

に
拡
大
す
る
こ
と
で
ウ
エ
ハ
ー

１
枚
当
た
り
か
ら
取
れ
る
チ
ッ
プ
数

は
約
２
・
４
倍
に
増
加
す
る
。

　
一
方
、
電
圧
の
調
整
や
交
流
を
直

流
に
変
換
す
る
パ
ワ
ー
半
導
体
も
技

術
的
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
日
本

メ
ー
カ
ー
は
高
い
シ
ェ
ア
を
誇
る
だ

け
で
な
く
、
次
世
代
品
の
開
発
に
お

い
て
も
日
本
メ
ー
カ
ー
が
先
行
し
て

い
る
。
次
世
代
品
の
素
材
は
炭
化
ケ

イ
素

Ｓ
ｉ
Ｃ

や
窒
化
ガ
リ
ウ
ム

Ｇ
ａ
Ｎ

が
利
用
さ
れ
る
。
シ
リ

コ
ン

Ｓ
ｉ

を
利
用
し
た
従
来
品

と
比
較
し
て
、
高
速
ス
イ
ッ
チ
ン
グ

が
可
能
で
、
電
力
損
失
低
減
に
も
優

れ
る
。

　
Ｇ
ａ
Ｎ
パ
ワ
ー
半
導
体
は
富
士
通

セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
が

年
後
半
か

ら
量
産
体
制
に
入
る
と
発
表
し
て
い

る
。
同
社
は
低
損
失
の
小
型
電
源
装

置
の
開
発
を
支
援
し
て
い
く
と
い

う
。

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ２月２８日 木曜日 　　


